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はじめに 

  

本書
ほんしょ

は新
にい

潟
がた

県
けん

内
ない

で中
ちゅう

学
がく

高
こう

校
こう

時
じ

代
だい

を過
す

ごした経
けい

験
けん

のある外
がい

国
こく

につなが

る若
わか

者
もの

と筆
ひっ

者
しゃ

のインタビューをまとめたものです。本
ほん

書
しょ

に登
とう

場
じょう

する若
わか

者
もの

は、国籍
こくせき

や日本
に ほ ん

にいる期
き

間
かん

、年齢
ねんれい

などは様々
さまざま

ですが、いわば、元
もと

「外
がい

国
こく

につながる子
こ

ども」です。ここでは主
おも

に 8人
にん

の皆
みな

さんが、どのように

日本語
に ほ ん ご

を覚
おぼ

えたか、どのように中
ちゅう

学
がく

高
こう

校
こう

時
じ

代
だい

を過
す

ごしたか、今
いま

の生活
せいかつ

は

どうか、などについて語
かた

ってくれました。そして、今
いま

、日本
に ほ ん

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

や

高
こう

校
こう

にいて、様々
さまざま

な悩
なや

みを抱
かか

えている子
こ

どもたちや、親
おや

の都
つ

合
ごう

で日本
に ほ ん

に

来
こ

なければならなくなり、途
と

方
ほう

に暮
く

れている子
こ

どもたちにエールを送
おく

り

ます。また、外国
がいこく

からお子
こ

さんを呼
よ

び寄
よ

せたり、一緒
いっしょ

に連
つ

れて来
く

る親
おや

御
ご

さんに向
む

けた訴
うった

えもあります。それは経
けい

験
けん

者
しゃ

だからこそ言
い

える重
おも

みの

ある言
こと

葉
ば

です。 

国
こく

際
さい

的
てき

な移
い

動
どう

が今
こん

後
ご

もますます盛
さか

んになると思
おも

いますが、子
こ

どもはい

つの時
じ

代
だい

でも、どこにいても、社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で育
はぐく

んでいかなければならない

と思
おも

います。家
か

庭
てい

の事
じ

情
じょう

で国
こっ

境
きょう

を何
なん

度
ど

も越
こ

えなければならない子
こ

ども

は、母語
ぼ ご

だけでなく、生
せい

活
かつ

する土
と

地
ち

の言
こと

葉
ば

をはじめとして、その社
しゃ

会
かい

で

生
い

きてい行
い

くための術
すべ

を覚
おぼ

えていく必
ひつ

要
よう

があります。それを個
こ

人
じん

や家
か

庭
てい

の努
ど

力
りょく

のみに頼
たよ

ることはできません。 

新
にい

潟
がた

県
けん

は外
がい

国
こく

籍
せき

住
じゅう

民
みん

が 1％にも満
み

たない県
けん

(2018年
ねん

6月
がつ

在
ざい

留
りゅう

外
がい

国
こく

人
じん

統
とう

計
けい

の新
にい

潟
がた

県
けん

の外
がい

国
こく

人
じん

数
すう

の 2018年
ねん

1月
がつ

住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

新
にい

潟
がた

県
けん

人
じん

口
こう

に対
たい

する割
わり

合
あい

)であることもあり、日本語
に ほ ん ご

がわからない児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

への日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

制
せい

度
ど

や支
し

援
えん

は十
じゅう

分
ぶん

ではありません。筆
ひっ

者
しゃ

が代
だい

表
ひょう

を務
つと

める「りてら

こや新
にい

潟
がた

」(https://www.literakoya.org/)というボランティア団体
だんたい

が活
かつ

動
どう

を開
かい

始
し

した理
り

由
ゆう

の一
ひと

つは、平
へい

和
わ

な多
た

文
ぶん

化
か

社
しゃ

会
かい

を築
きず

くためには、このよ

うな子
こ

どもたちが、大人
お と な

として社
しゃ

会
かい

で生
せい

活
かつ

していくために必
ひつ

要
よう

な、リテ
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ラシーやソーシャルスキルを身
み

に付
つ

けられるよう支
し

援
えん

することが不
ふ

可
か

欠
けつ

だと考
かんが

えたからです。しかし活
かつ

動
どう

を始
はじ

めてから 10年
ねん

たちましたが、

残
ざん

念
ねん

ながら状
じょう

況
きょう

はあまり変
か

わっていないようです。 

本書
ほんしょ

が、みなさんのすぐ近
ちか

くにも頑
がん

張
ば

っている元
もと

「外国
がいこく

につながる子
こ

ども」や、今
いま

まさに未
み

来
らい

をつかもうと奮
ふん

闘
とう

している「外国
がいこく

につながる子
こ

ども」がいる、ということを知
し

っていただくきっかけとなれば幸
さいわ

いです。

そして、本
ほん

書
しょ

が、これから言葉
こ と ば

のわからない日
に

本
ほん

という国
くに

で生
い

きて行
い

こ

うという子
こ

どもや、その保
ほ

護
ご

者
しゃ

の励
はげ

ましになることを祈
いの

っています。 

 

 

  



4 

 

謝
しゃ

辞
じ

 

 

インタビューに応
おう

じてくださった皆様
みなさま

に心
こころ

から感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げます。

あまり話
はな

したくなかったことを聞
き

かれたり、思
おも

い出
だ

したくない辛
つら

いこと

を思
おも

い出
だ

させたりしてしまったかもしれません。すみませんでした。そ

れでも、皆
みな

様
さま

の体
たい

験
けん

談
だん

は後
こう

輩
はい

たちの大
おお

きな助
たす

けになることと確
かく

信
しん

してい

ます。本当
ほんとう

にありがとうございました。また、校
こう

正
せい

を手
て

伝
つだ

ってくださっ

たり、内
ない

容
よう

について様々
さまざま

な助
じょ

言
げん

をしてくださったりした、りてらこや新
にい

潟
がた

のボランティアの皆
みな

さん、特
とく

に中
ちゅう

国
ごく

語
ご

訳
やく

を担
たん

当
とう

してくださった王
おう

鼎
てい

氏
し

(中
ちゅう

国
ごく

・湖
こ

北
ほく

省
しょう

武
ぶ

漢
かん

市
し

出
しゅっ

身
しん

、新
にい

潟
がた

大
だい

学
がく

文学
ぶんがく

博
はく

士
し

・同
どう

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

現
げん

代
だい

社
しゃ

会
かい

文
ぶん

化
か

研
けん

究
きゅう

科
か

博
はく

士
し

研
けん

究
きゅう

員
いん

)、英
えい

語
ご

訳
やく

を手
て

伝
つだ

ってくださったグラハム・

デイビス氏
し

に心
こころ

から御
おん

礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。また、全体
ぜんたい

の英
えい

語
ご

のチェックを

してくださったオンエアイングリッシュの先
せん

生
せい

方
がた

にも御
おん

礼
れい

申
もう

し上
あ

げま

す。ステキなイラストは武蔵
む さ し

野
の

美
び

術
じゅつ

大
だい

学
がく

に在学
ざいがく

する濱
はま

野
の

紬
つむぎ

さんによる

ものです。この場
ば

を借
か

りて御礼
おんれい

申
もう

し上
あ

げます。 

最
さい

後
ご

に、本
ほん

書
しょ

の出
しゅっ

版
ぱん

のための費
ひ

用
よう

を助
じょ

成
せい

してくださった新
にい

潟
がた

県
けん

ろう

きん福
ふく

祉
し

財
ざい

団
だん

様
さま

に深
ふか

く感
かん

謝
しゃ

いたします。 
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本文より一部抜粋 

 

Q：日本
に ほ ん

に来
く

ることが決
き

まったのは中
ちゅう

学生
がくせい

の時
とき

ですね。日本
に ほ ん

に来
く

る

前
まえ

は、どう思
おも

いましたか。 

A：日本
に ほ ん

へ行
い

きたいと思
おも

っていました。日本
に ほ ん

の高校
こうこう

も行
い

ってみたいと

思
おも

っていましたが、おばあちゃんのところに残
のこ

って、高校
こうこう

へ行
い

こう

かなという迷
まよ

いもありました。すごく迷
まよ

った。 

Q：で、そんな葛藤
かっとう

の中
なか

で、半年
はんとし

くらい日本
に ほ ん

語
ご

と受験
じゅけん

の勉強
べんきょう

をして、

高
こう

校
こう

の入学
にゅうがく

試
し

験
けん

を受
う

けたんですね。 

 

 

Q：誰
だれ

からの、どんな助
たす

けが一番
いちばん

助
たす

かったと思
おも

いますか。来
き

たばかり

の時
とき

は？ 

B：漢
かん

字
じ

ドリルをさせられたこと。それがどんに嫌
いや

だったか！(笑) 

Q：来
き

て 1年
ねん

くらいたってからは？ 

B：日本語
に ほ ん ご

で話
はな

し、日本語
に ほ ん ご

で考
かんが

えなければならない環境
かんきょう

へ移
うつ

ったこ

と。僕
ぼく

の高校
こうこう

の寮
りょう

みたいな。 

Q：ああ、じゃ、高校
こうこう

入学
にゅうがく

の試
し

験
けん

は、どんな準
じゅん

備
び

をしましたか。 

 

 

M：じゃ、高校
こうこう

の時
とき

ラグビー部
ぶ

やめたのも、中
ちゅう

学校
がっこう

でバスケやめ

たのと同
おな

じ理
り

由
ゆう

だったの？ 

G：いや、あん時
とき

は、俺
おれ

、やばいことやって警
けい

察
さつ

沙
ざ

汰
た

になったで

しょ。 

Q：え？何
なに

やったの？ 

 


